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研究課題名：プルトニウム燃焼高温ガス炉を実現するセキュリティ強化型安全燃料開発 

研究代表者（研究機関名）：岡本 孝司（東京大学） 
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研究期間及び研究費：平成２６年度～平成２９年度（４年計画）  ３３４百万円 

項 目 要  約 

１．研究の概要 被覆粒子燃料の主な破損原因である核分裂反応に伴う遊離酸素

の分圧上昇を抑制するための研究開発、核熱設計、安全評価、およ

び原子炉システムの成立性評価を行う。さらに、本研究の前提とな

るプルトニウム需給バランスを確認するとともに、燃料の処分過程

を含むライフサイクルのすべての過程におけるセキュリティと安

全性の両立について評価を行い、プルトニウム燃焼高温ガス炉の安

全性向上を目的とし、以下の研究開発を行う。 

１）セキュリティと安全の定量的な評価

２）セキュリティ強化型安全燃料の成立性評価と炉心核熱設計

３）プルトニウム燃焼高温ガス炉の安全評価

４）セキュリティ強化型安全燃料の試作と製造検討

５）ＺｒＣ層被覆試験と特性評価

２．総合評価 Ａ プルトニウム燃焼高温ガス炉の安全性向上を目的とした、被覆粒

子燃料の開発について、燃料の安全性が優れていることが示され

た。これは同高温ガス炉開発に寄与するものと期待される。また、

論文等の外部発信についても積極的に行われており、若手研究員の

育成にも寄与が大きいことは評価できる。 

Ｓ）極めて優れた成果があげられている 

Ａ）優れた成果があげられている 

Ｂ）一部を除き、相応の成果があげられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんどあげられていない 


